
表2.1 調査項目,および調葺結果

No. 調 査 項 目 調 査 方 法 調 査 結 果 備 考

1 測量
トータルステーシヨン

による平面測量

D掩体は整つた形に建設されていない。

Э掩体の前面は大きく沈下し股開きも起きて

いる。

Э離喜足島嵩零霞8根Fは
1/40であり、

E沈下・股開きを抑制する必要がある]

・ 図2.1「測量図』
参 照

地 質 スウェーデン式貫入試験

Э地表面下2.5～ 2.7mは軟弱地盤(シルト)

である。

②掩体基礎はこの軟弱地盤中にある。

開曹曹ピ理藩¥竜可能性があd

・図2.2
『スウェーデン式貫入試験結果

(N値模算値)』

・参考資料1

参照

コンクリー トの

クラツク
目視及びクラツクゲージ

⑥最柔芳与τり稽際5mm、 最大クラック長は
82mで ある。

「離脂等による補修補強が必要で,に

・写真2.1～ 2.4
『クラツクの状況」

・ 図2.3(0～ (d)

「コンクリー トの

クラツク調査結果』

参照

4
コンクリー トの

強度
反発度法

(シュミットハンマーテス ト)

Э反発度法によるコンクリー トの強度の

孫蓼F世ピぶ習窒[113籠 弓ゝ1:(1型
えられる。

岬:響調 可

野鰐聟秘農謙繰』
・参考資料2,5

参照

配筋 電磁波レーダニ法

Э
ttI言]景ち
鼈暫hT羅雛島剛臨響舞繋

8欝::勢まれ猥畢恐埋FFる
。

[鉄筋はあまり期待できない]

図2.5(a)～ CC)

協
法による

図26

%領
城」

参照

コンクリー トの
配合

(社)セ メント協会
[硬化コンクリー トの

配合推定
(セ メント協会法)」

い 。

電   度掛さ同

・表2.2
r齢コ

理機轟』
・参考資料45    

参照
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表2.2 掩体コンクリー トの配鉤

群 降

単位容積質量

[k,/f]

材料単位量

[kg/f]

水セメンけヒ

[%]

絶乾 表乾 セメント量 水量 骨材量

計財斗1 2265 2372 199
つ
０ 2059 56.8

言式米斗2 2197 2358 276 195 1886 70.7

詐財斗3 2051 2252 448 277 1527 61.8
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